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徐
々
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
制
限
が
緩
和
、
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
」
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
我
々
は
ま
だ
油
断
が
で
き
な
い

状
況
で
す
。
皆
様
に
も
自
粛
を
続
け

て
お
ら
れ
る
方
も
あ
る
か
と
拝
察
い

た
し
ま
す
。
医
療
を
守
る
た
め
の
お

心
が
け
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
病
院
に
持
ち
込
み
た
く
な
い
」
と

の
思
い
で
、
私
個
人
と
し
て
は
相
変

わ
ら
ず
自
宅
と
病
院
、
そ
れ
に
最
低

限
の
買
い
物
程
度
の
外
出
で
す
が
、

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

ご
施
設
に
お
伺
い
す
る
試
み
を
始
め

ま
し
た
。
普
段
連
携
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
ご
挨
拶
し
、
連
携
に
お
け

る
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、
叱
咤
激
励

な
ど
「
生
の
声
」
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
対
策
に

留
意
し
た
上
で
き
る
範
囲
で
、
ご
施

設
の
ご
様
子
、
皆
様
の
「
息
遣
い
」

を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当院へ初めて（久しぶりに）受診される際には、

を持参いただくようお伝えしています。

～皆様へのお願い～

紹介・逆紹介を推進しています。

紹介状・診療情報提供書あり

お願いばかりで大変恐縮ですが、ご協力のほど、どうぞ宜しくお願いいたします。

等に繋がるもとの考えておりますので、

ご協力のほど宜しくお願いいたします。

かかりつけ
医受診 当院受診

当院受診 当院受診

紹介状・診療情報提供書なし

地域医療支援絵センターから

【情報提供依頼】

紹介状

・治療経過を踏まえた医療の提供

・既治療も含めた治療方針検討に
よる事故防止

セ
ン
タ
ー
長
挨
拶

地域医療支援センター長
山端 潤也



0

新たに赴任された医師を紹介いたします。

～新任医師紹介～

外
科
副
部
長

【
専
門
】
消
化
器
外
科

新保 敏史 しんぼとしふみ

脳
神
経
外
科
医
長

【
専
門
】
脳
血
管
内
治
療

会田 泰裕 あいだやすひろ

内
科
医
長

【
専
門
】
消
化
器
、
胆
・
膵

山宮 大典 やまみやだいすけ

消
化
器
系
癌
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
能
登
の
医
療
に

貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

未
熟
者
で
す
が
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

地
に
足
つ
け
て
頑
張
り

ま
す
。

小
児
科
医
長

【
専
門
】
小
児
科
一
般

福田隆文 ふくだたかふみ

小
児
科
医
師

【
専
門
】
小
児
科
全
般

中西智樹 なかにしともき

泌
尿
器
科
医
師

【
専
門
】
泌
尿
器
科
一
般

八木澤理人やぎさわまさと

能
登
の
地
域
医
療
に
努
め
ま

す
。

丁
寧
な
診
療
を
心
が
け

ま
す
。

２
回
目
の
赴
任
と
な
り

ま
す
。
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。

皮
膚
科
医
師

【
専
門
】
皮
膚
科
一
般

藤井皓 ふじいこう

精
神
科
医
師

【
専
門
】
精
神
科

前田貴智 まえだたかとも

形
成
外
科
医
師

【
専
門
】
形
成
外
科
一
般

古木遥ふるきはるか

地
域
の
医
療
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

丁
寧
な
診
療
を
心
が
け

ま
す
。

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

精
神
科
医
師

【
専
門
】
精
神
科
一
般

北市高之きたいちたかゆき

小
児
科
医
師

【
専
門
】
小
児
科

田中大貴たなかひろき

麻
酔
科
医
師

【
専
門
】
麻
酔

伊勢孔祐いせこうすけ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

未
熟
者
で
す
が
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
致
し
ま
す
。

整
形
外
科
医
師

【
専
門
】
整
形
外
科
一
般

岸田晟利きしだまさみち

放
射
線
科
医
師

【
専
門
】
画
像
診
断

大窪昭史おおくぼあきひと

地
域
の
み
な
さ
ま
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。



内科診療部長 山端 潤也

創
刊
５
０
年
を
迎
え
る
専
門
誌
「
脳
神
経
外
科

（
医
学
書
院
）
」
の
２
０
２
２
年
第
２
号
（
３
月

発
刊
）
に
て
、
「
水
頭
症
特
集
」
の
企
画
を
担
当

い
た
し
ま
し
た
（
図
１
）
。

水
頭
症
は
「
脳
脊
髄
液
」
と
い
う
、
頭
蓋
内
を

満
た
す
液
体
成
分
が
貯
留
す
る
こ
と
で
、
頭
痛
、

認
知
機
能
の
低
下
、
歩
行
障
害
、
排
尿
障
害
な
ど

が
生
じ
る
病
気
で
す
。
治
療
法
と
し
て
シ
ャ
ン
ト

手
術
や
内
視
鏡
手
術
と
い
う
方
法
が
確
立
し
て
お

り
、
脳
神
経
外
科
の
中
で
は
あ
り
ふ
れ
た
病
気
と

言
え
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
に
な
り
１
世
紀
以
上
定
説
と
さ

て
き
た
脳
脊
髄
液
の
産
生
・
吸
収
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
誤
り
で
は
な
い
か
と
い
う
証
拠
が
出
て
き
ま
し

た
。
病
気
の
土
台
部
分
の
理
解
が
根
本
的
に
変
わ

り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
「
水
頭
症
の
現

在
」
を
見
直
す
必
要
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
金
沢
大
学
で
林

康
彦
先
生
（
現
金
沢

医
科
大
学
教
授
）
と
と
も
に
水
頭
症
の
内
視
鏡
的

治
療
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
水
頭
症
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
っ
た
当
院
前
院
長
・
橋
本
正
明
先
生

（
２
０
１
５
年
４
月
逝
去
）
に
も
ご
指
導
い
た
だ

き
水
頭
症
の
臨
床
研
究
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

橋
本
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
は
、
厚
生
労
働
省

の
「
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
研
究
班
」
に
て
後
任

の
研
究
員
を
勤
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
専
門
誌
企
画
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
、
深
い
ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

本
誌
で
は
１
８
の
項
目
に
つ
い
て
、
国
内
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
の
先
生
方
に
最
新
の
知
識
に
つ
い
て

原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
、
専
門
医

が
知
っ
て
お
く
べ
き
最
新
の
治
療
機
器
の
原
理
と

Ｉ
Ｔ
時
代
に
お
け
る
理
想
の
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る

原
稿
を
執
筆
し
ま
し
た
。

専
門
誌
の
た
め
一
般
の
方
が
手
に
取
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
能
登
の
地

か
ら
、
最
先
端
の
医
療
に
つ
い
て
発
信
が
続
い
て

い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

脳神経外科
喜多 大輔

専門誌「脳神経外科（医学書院）」において、
「水頭症特集」企画を担当いたしました。

～脳神経外科からのご紹介～

公立能登総合病院
脳神経外科医：左から
圓角、会田、喜多

（執筆者）

https://www.igaku-shoin.co.jp/journal/detail/40117 
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内科診療部長 山端 潤也

内 科 診 療 部 長
山端 潤也

発行元 〒926‐0816 七尾市藤橋町ア部6番地4 公立能登総合病院 地域医療支援センター
TEL：0767-52-8718 FAX：0767-52-8772      Email：renkei@noto-hospital.jp

～研修医のご紹介～

脳神経外科輪番日のご案内

小児科休日当番日のご案内

７月 2.9.10.16.18.23.24.31

８月 6.7.13.14.20.27.28

９月 3.10.11.17.19.23.24

７月 10.18.31

８月 21

９月 11.19

内 科 診 療 部 長
山端 潤也

白木 重光 しらきしげみつ

学生としての生活が終わり、
医師として、社会人としての
生活が始まりました。
右も左も分からず、大変多

くの方にご迷惑をおかけしたと思います。
しかしそのような状況の中でも指導医の先
生方や看護師や検査技師の皆さま、事務の
皆さま、その他関係者の皆さまは大変親身
にご指導くださり、またサポートしてくだ
さり少しずつではありますが、仕事に慣れ
てきたと思います。
まだまだ1人前には程遠い未熟者ではありま
すが、1日でも早く皆様のお役に立てるよう
精進してまいります。
今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願
いいたします。

今年から七尾に越してきま
した。
右も左も分からない環境の
中、優秀なコメディカルの

方々に支えてもらって一日一日を過ごして
おります。
温かな指導医の先生方にも恵まれ、丁寧な
ご指導のもと自分が成長しているのを感じ
られます。二年間当院で研修を積めば立派
な医師になれると感じております。
目の前の患者様に対し全人的医療を提供で
きるような医療人になれるよう、驕らず謙
虚に邁進していきます。至らないことばか
りではありますが一生懸命頑張ります。
よろしくお願いいたします。

三島 啓太みしまけいた

初期研修一年目 初期研修一年目

内科診療部長 山端 潤
也

～編集後記～
新たな年度が始まり、慌ただしく２か月が経とうとしています。
遅くなりましたが、皆様、今年度もどうぞよろしくお願いいたします。
読みやすく伝わりやすい「地域医療支援センターだより（通称：だよ
り）」を心がけて発行していきたいと思っています。

我が家では越冬できたメダカたちが悠々と泳いで

います。中にはお腹が大きくなっているメダカ

も！？

メダカの飼育は、世間でもちょっとしたブームに

もなっているようで、今後の成長が楽しみです。

担当者のつぶやき

内科診療部長 山端 潤也

～当院の基本理念～

「高度かつ専門的な医療と温かみのある医療サービスの提供で、
能登全域の住民の健康を守ります。」

地域から始まる地域包括型食支援！ ～「かにやしろえびノート」のご紹介～

食べるという行為を多角的に支援する。そんな目的で「かに
やしろえびノート」の作成に取り組みました。
食に必要な
か：環境。に：認知機能。や：薬剤。
し：心理。ろ：老化。え：栄養。び：病気

に着目し、食事に関する問題点の整理や本人の強みを見つけ
るノートです。
地域での食支援に目を向けるきっかけとしていただければ

幸いです。
次号：詳細をご紹介いたします。乞うご期待！

歯科口腔外科 長谷 剛志

～鹿島～


